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～NOTO, NOT ALONE 
We will not forget NOTO～ 

      （能登は一人ではない。 わたしたちは能登を忘れません） 
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～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing  

資源回収のお仕事。暑い中頑張っています！ 
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 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

今年の 3 月以来、今回 2 回目の支援に入らせていただきま

した。今回は、引っ越し作業の支援に入らせていただきました。

今月中に公費解体があるとのことで、冷蔵庫の運搬業務でし

た。前回と比べ、公費解体が進んでいるんだなと思います。 

本人さんやご家族から、「これまで何度も入っていただい

て、いつもありがとう」との言葉をかけていただいて、JDF の

活動がたくさんつながっていることを実感しました。私の支援

も次へつながるといいなと思います。 

(福井 社会福祉法人 ハスの実の家 白﨑慶彦) 

 

  

 

協力団体との連携によ

り、とりくんでいます 

能登で暮らしている方々のパワフルさをひしひしと感じた 2 度

目の能登支援に入りました。支援センターの近所に住んでるおばあ

ちゃんの屈託のない笑顔、支援学校の児童たちの圧倒的に元気い

っぱいな行動力、作業所では誠実に取り組む集中力を見させても

らい、こちらのほうが元気をもらうばかりでした。 

利用者さんの将来を見据えた支援や活動の必要性をまざまざと

感じ、職員として動かなければいけないと痛感させられているので

また来ます!         （東京  なないろ 上野秀二） 

 
ぞうきんづくりは まかせて！ 

mailto:jdfnotoshien@gmail.com
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イルカも私たちを激励! 

朝市の跡地。一面の草が時間の経過を感じ

させられます。 

＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 

TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com 

 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULRと QRコード 

初めて被災地支援に参加しました。視察日に輪島市・珠

洲市に行き自宅の全壊等を生で見て心にグサッとくるも

のがあり、1 年半経過しても復興に時間がかかると感じ

ました。 

今回支援した内容の多くが個人支援で病院までの送

迎や荷物を運ぶ支援と様々な経験をさせて頂く中で、

JDF さんありがとう等のお言葉を頂き被災にあったの

にも関わらずスタッフに対し嬉しい言葉をかけてくださ

いました。58 クールスタッフメンバーに恵まれ視察日に

日本海でイルカを見ることができました。 

          (滋賀 きぬがさ福祉会 石田春香) 

 

 

 

 

今回始めて被災地支援に参加しました。施設内の学習やメディアの

情報で被災地の状況についての知識は得ていたつもりでしたが、実際

に目の当たりにすると 1年半も経過しているとは思えないような現状

が至るところでありました。そんな中、支援に入らせて頂いたやなぎだ

ハウスでは震災直後のことを振り返りながらも、仕事が忙しくなって

きた日々を仲間と毎日乗り切ろうと頑張っている姿が印象的でした。 

労働で人とつながることの大切さを感じさせられる姿やエネルギー

を見せていただきました。   （大阪 ひびき福祉会  鈴木稔基） 

輪島市と能登町の事業所の支援に入りました。仮設住宅で生活

している仲間は「本当の家に帰りたい」と言っていました。地震や

豪雨を境に家に帰れなくなり、とても受け止めがたい現状の中で

も明るく過ごしている仲間や職員の姿がありました。 

テレビでは報道されなくなってきていますが、能登地域の災害

やここで暮らしている方々のことを忘れず、自分たちの地域でで

きる備えをしていきたいです。 

(埼玉県 社会福祉法人鴻沼福祉会 小林芽依) 

 

能登ミルク・あうん・総湯 がんばれ 
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